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１.統合委員会について（１）設置目的等

2

➀所掌事務 （※設置要綱第2条より）

1.新病院の名称に関すること
2. 〃 の基本理念に関すること
3. 〃 の基本方針に関すること
4. 〃 の診療機能・診療体制に関すること
5. 〃 の部門別計画に関すること
6. 〃 の施設配置計画に関すること
7.回復期病床の確保に関すること
8.健康管理施設との連携に関すること 他

大阪大学 伊丹市医師会

伊丹市

市立伊丹病院

公立学校共済組合

近畿中央病院

澤 芳樹 教授
貴島 晴彦 教授

常岡 豊 会長
吉村 史郎 副会長

中田 精三 管理者
飯石 浩康 病院長

甲村 英二 病院長
上道 知之 副院長

所属等 氏 名

伊 丹 市 医 師 会 常 岡 豊

伊 丹 市 医 師 会 吉 村 史 郎

大 阪 大 学 大 学 院
医 学 系 研 究 科 教 授

澤 芳 樹

大 阪 大 学 大 学 院
医 学 系 研 究 科 教 授

貴 島 晴 彦

近 畿 中 央 病 院 病 院 長 甲 村 英 二

近 畿 中 央 病 院 副 院 長 上 道 知 之

公 立 学 校 共 済 組 合 本 部 病 院 部 長 池 山 稔 美

伊 丹 市 病 院 事 業 管 理 者 中 田 精 三

市 立 伊 丹 病 院 病 院 長 飯 石 浩 康

伊 丹 市 理 事 ( 病 院 整 備 ・
地 域 医 療 担 当 )

坂 本 孝 二

施設整備計画に基づき、
・配置
・平面と空間構成
・面積
・機能
・デザイン等完成時の姿を明確化

基本設計

施設整備計画
（設計与条件）

実施設計

議題２

②委員団体等 （※設置要綱別表より）

基本設計に基づき、
デザインと技術の両面からの詳細
設計を進め、工事着手に必要な
実施設計図書を作成

池山 稔美 部長坂本 孝二 理事

委員構成



ワーキング
グループ
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伊丹市長

診療
機能

外来
部門

救急
部門

市民
ワークショップ

提言

統合委員会
・大阪大学
・伊丹市医師会

病棟
部門

健康
管理
部門 他

・近畿中央病院
・公立学校共済組合
・市立伊丹病院
・伊丹市

公立学校共済組合理事長

１.統合委員会について（２）位置付け
議題２

※ワーキンググループは両病院の職員から構成
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１.統合委員会について（３）令和2年度スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

統 合 委 員 会

ワ ー キ ン グ
グ ル ー プ

市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ

第１回

随 時 開 催

第2回 第3回

・基本方針
・基本理念
・名称

【第３回】

➀統合委員会検討事項（予定） ②検討の進め方

事務局案（たたき台）

ワーキンググループ

統合委員会

③市民ワークショップ

【想定される意見】
 カフェ、コンビニ
 玄関前のバス停設置（パブコメ）
 展望レストラン（パブコメ）

 検査や待ち時間を過ごすことが
できる場所

 プライバシーが確保できる中待
合の設置

 小児科待合のこどものためのプ
レイルーム

 ボランティアステーション
 サインの充実
 感染対策（車内でのPHS整備）

他

市民ワークショップ

・基本方針
・基本理念

・ 診療機能・診療体制
・ 部門別計画
・ 施設配置計画
・ 健康管理施設との連携

・ 診療機能・診療体制
・ 部門別計画
・ 施設配置計画
・ 健康管理施設との連携

・回復期病床の確保

・ワーキンググループ
の設置

議題２

【第１回】
５月２５日

【第２回】

事務局案

議論の活性化

報 告

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

意見・提案
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２．基本方針について（１）

基 本 方 針

市立伊丹病院

・人権に配慮した医療を行います
・最新の信頼される医療を提供します
・市民の健康を総合的に守ります
・安心を提供できる環境を整備します
・健全な経営基盤の確立に努めます

近畿中央病院

・時代の要請を的確に把握し、職域及び地域のニーズに応えるべく努めます。
・急性期医療を担う中核的病院として、外部組織との医療連携を能動的に推進します
・快適な療養環境のもとで、優れた医療を効率よく提供します
・患者の個性、人権、権利を尊重し、一人ひとりのニーズにきめ細やかに応える医療を追求します
・職員の教育と人材育成に努め、研究を推奨します
・病院の運営情報を開示して、職員間のコミュニケーションを図り、改革志向の強い病院とします

議題３

➁ 現 行

①統合再編により目指すべき方向性

※『市立伊丹病院と近畿中央病院の統合再編に係る基本方針』（令和2年3月策定）より抜粋

１．高度医療等の提供可能な基幹病院の設置 ６．医療従事者が集う魅力的な病院
２．健診機能を有する施設の設置 ７．地域医療構想を踏まえた役割
３．災害時における医療提供の継続 ８．他の公立病院等との連携
４．公的医療機関等として果たすべき役割 ９．効率的・安定的な病院運営
５．地域包括ケアシステムの構築 10．市民参画



県内高度急性期病院 基 本 方 針

兵庫県立尼崎総合医療
センター

・阪神地域中核病院としての「高度専門・救急医療」
・患者・医療者、お互いの「納得・安全・チーム医療」
・救急・紹介を「断らない医療」
・住民・患者・医療者・福祉・介護・行政が全体で1つの「地域医療」
・医療水準向上のための「教育・臨床研究・自己研鑽」

加古川中央市民病院

・安全で質の高い医療を提供します
・５大センターを中心に高度専門医療を実践します
・救急医療と災害医療の充実に努めます
・患者と協働するチーム医療を推進します
・地域を守る医療・保健・介護・福祉との連携を強化します
・優れた医療人を育成します
・持続可能な経営基盤を確立します
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２．基本方針について（２）
③ 事務局案

議題３

参 考

事務局案

１．患者の生命の尊厳を守り、人権を尊重した医療を行います

２．高度で良質な医療を提供し、基幹病院としての役割を果たします

３．救急医療・災害医療を充実させ、安全・安心を提供します

４．地域の医療・保健・介護・福祉との連携を強化し、市民の健康を守ります

５．常に知識と技術の向上を目指し、信頼される人材の育成に努めます

６．健全な経営基盤を確立し、安定した病院運営を行います
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３．基本理念について

病 院 名 基 本 理 念

市立伊丹病院 私たちは、安全で、安心な、信頼される医療を提供します

近畿中央病院 職域と地域に応える信頼の医療

病 院 名 基 本 理 念

大阪大学医学部附属病院 良質な医療を提供すると共に、医療人の育成と医療の発展に貢献する

兵庫県立尼崎総合医療センター 高度・良質な医療による社会貢献

北播磨総合医療センター 患者と医療人を魅きつけるマグネットホスピタルを地域とともに築き、理想の医療を提供します

加古川中央市民病院 いのちの誕生から生涯にわたって地域住民の健康を支え、頼られる病院であり続けます

青梅市立総合病院 私たちは、快適で優しい療養環境のもと、地域が必要とする高度な急性期医療を、安全かつ患者さん中心に実践します

議題４

① 現 行

② 視 点

基本理念は、市民理解を得やすいよう、簡単・明瞭であるべきではないか

両病院の現行の基本理念は「信頼の医療」を提供するという点で共通している

現行の両病院の基本理念を尊重・踏襲するとともに、基本方針を踏まえた統合再編により目指す方向性を示す必要がある

参 考

③ 事務局案

私たちは、安全で安心な地域に信頼される高度で良質な医療を提供します
ⅰ.現行の市立伊丹病院の基本理念をベースとしている
ⅱ.信頼を得る対象を「地域に」と明確化し、基幹病院としての責務を果たす強い決意を表明する
ⅲ.統合により市内に不足するより高度な医療を提供していく方針を「高度で良質な」によって示すポイント

事務局案

市立伊丹病院 近畿中央病院
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４．新病院の名称について
議題５

ポイント

・兵庫県立尼崎総合医療センター
・大阪市立総合医療センター
・兵庫県立はりま姫路総合医療センター（仮称）

・「総合医療センター」とし、高度で良質な医療を提供する
基幹病院であることをアピール

参 考

●伊丹市病院事業の設置等に関する条例
（組織） 第3条 地方公営企業法第14条の規定に基づき、病院事業の管理者の権限に属する事務を処理させるため、市立伊丹病院を置く。
●地方公営企業法
（事務処理のための組織） 第14条 地方公営企業を経営する地方公共団体に、管理者の権限に属する事務を処理させるため、条例で必要な組織を設ける。

視
点

①
考
察
の

 ２つの病院が統合再編することにより、新たな「基幹病院」と「健康管理施設」を設立することから、それぞれ

の施設に新たな名称を付与すべきではないか

 基本方針・基本理念を踏まえた統合再編により目指す方向性を名称において示す必要があるのではないか

市立伊丹総合医療センター

参

考

事務局案

③

基
幹
病
院
名
称
案

※名称については、条例議決までは（仮称）を付ける

の
形
式

②
名
称
付
与

基幹病院の名称については、伊丹市が条例により制定
健康管理施設の名称については、公⽴学校共済組合が策定

基幹病院

【伊丹市】

健康管理施設

【公立学校共済組合】

連携

《各施設の運営主体》
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議題６

 4事業（救急医療・小児医療・周産期医療・災害医療）への対応

 5疾病（がん・脳血管疾患・心血管疾患・糖尿病・精神疾患）への対応

 診療科目（充実・強化）

 診療体制（チーム医療によるセンター化の実施）

 病床数の想定（救急病床・集中治療室・緩和ケア病床・一般病床）

① 診療機能・診療体制等

② 部門別計画

 基本方針

 運営計画

④ 健康管理施設との連携

 健康管理施設の基本機能・方向性

 実施計画

 整備計画

 基幹病院との連携・協働方針

５.ワーキンググループについて（１）検討項目
事務局案

③ 施設配置計画

■ 諸室構成 ■ 諸室条件 ■ ゾーニング・配置条件



10１０．薬剤部門

１２．血液浄化部門

１３．栄養管理部門

１５．患者支援部門

１６．医療安全部門

１７．感染対策部門

２０．診療情報部門

２２．管理部門

２１．医療情報部門

９．臨床検査部門

２３．健康管理部門

１９．研修部門

１．外来部門

３．病棟部門

６．臨床工学部門

５．手術部門・中央材料部門

７．放射線部門

８．内視鏡部門

議題６

①診療機能・診療体制
等を検討

５.ワーキンググループについて（２）ワーキンググループの設置概要

②部門別計画及び
③施設配置計画を検討

④ 健康管理施設との連携を
健康管理部門を中心に検討

４．救急部門

１４．看護部門

１８．研究部門

事務局案

1-1 外来

2-8 糖尿病センター

2-1 ハートセンター

2-2 脳卒中センター

2-3 オンコロジー（腫瘍）センター

2-9 認知症疾患医療センター

2-10 人工関節センター

2-11 脊椎外科センター

4-1 救急センター

4-2 災害医療（DMAT)

3-1 一般病床

3-2 集中治療病床

2-4 ＩＶＲセンター

5-1 手術部門

6-1 臨床工学部門

5-2 中央材料部門

7-1 放射線診断部門

8-1 内視鏡センター

7-2 放射線治療部門

10-1 薬剤部門

12-1 血液浄化センター

13-1 栄養管理部門

15-1 地域医療連携

15-2 患者サービス

15-3 入退院支援センター

16-1 医療安全部門

17-1 感染対策部門

19-1 臨床研修センター

19-2 図書室

20-1 診療情報部門

22-1 総務

22-2 医事

22-3 経理

22-4 管財・物流・ＳＰＤ

22-5 経営企画・広報

22-6 保育所

21-1 医療情報部門

23-1 健康管理センター

23-2 メンタルヘルスケアセンター

2-12 遺伝子診療センター

9-1 超音波・生理検査

9-2 検体細菌検査

9-3 病理検査

13-2 病院給食部門

14-1 看護部門

15-4 ボランティア

19-3 スキルラボセンター

20-2 がん登録

18-1 臨床研究センター

18-2 治験

１１．リハビリテーション部門 11-1 リハビリテーション部門

【各部門】 【各部門】

２．診療センター部門

呼吸器・アレルギー疾患センター

2-5 地域小児医療センター

2-6 地域周産期母子医療センター

2-7 日帰り手術センター

統括部門

各２３部門

≪統合委員会≫
 伊丹市医師会
 大阪大学
 近畿中央病院
 公立学校共済組合
 市立伊丹病院
 伊丹市


